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学園祭(茗荷祭)の紹介 

学園祭実行委員会会長 齊藤 成吾 

 今年の学園祭は10 月９日(日)＆10 日(月)の両

日に開催されることになりました。現在の学園祭

実行委員会（東京文京SC・学生サークル・同窓会

の三位一体）主催の学園祭開催は今年で3年目に

なります。岡野達雄SC所長が昨年の学園祭（茗荷

祭）記録誌（H28年1月20日）で述べられており

ますが、何事も中庸をえた3回目に到達（形がで

きる）するのだという示唆のあるお言葉です。ま

さに今年の学園祭は東京文京 SC を拠点とした地

域にあるべき学園祭にしていくよい機会だと位

置づけ、その第一歩にしたいものだと考えており

ます。 

そこで、今年の学園祭実行委員会（第1回）

を6月4日（土）に開催、昨年の反省を踏ま

え、下記の通りとする方針を決定しました。 

１）学園祭ご案内にサブタイトル～地域とのつ

ながりを求めて～を追記する。 

２）学園祭メイン会場は地下1階多目的講義室

１とし、2 階講義室でもサークルの展示を

行う。 

３）学園祭受付は地下1階のみとし、1階入口

には学園祭会場ご案内を設置する。

４）文京大塚地区自治会会長に学園祭チラシを

持参、同時に町会掲示板に掲示をお願いす                 

る。 

５）電子情報による関係者へのご案内と参加の

呼びかけを実施する。 

今後は学園祭実行委員会での議論を通して、地

域に相応しい学園祭にしていく努力をしていく

所存です。東京文京学習センター関係者の皆様の

ご協力とお力添えで楽しい学園祭にしていきた

いものです。多くの皆様のご参加をご期待申し上

げます。 

「第九を歌う」プロジェクト 

世話人代表 杉本 宏 

みなさん今日は。南関東の７つの学習センター

では、ベートーヴェンの第九交響曲を歌う合同プ

ロジェクトを立ち上げ、来年３月の演奏会に向け

て第九に関する座学や合唱練習に取り組んでい

ます。本日はこのプロジェクトのメンバーである、

♪永原ゼミの練習風景を紹介させて頂きます。 

■ まもなく誕生１年：昨夏７月に誕生しました。 

 合唱経験なんてないし、そもそも音符も苦手だ

けど、でも声高らかに第九を歌ってみたい、とい

う熱意だけは誰にも負けないゼミ生の熱き想い

に、客員教授の永原先生が応えて下さり、まずは

第九を歌うための体づくりから開始しました。 

■ 活動は月４回（音楽学２回＋合唱練習２回） 

 音楽学ではグレゴリオ聖歌を学び、実際に歌っ

たのが得難い体験となりました。永原ゼミに入っ

ていなければ一生、歌うことができなかったと思

います。今年度は、西洋音楽史におけるベートー

ヴェンの位置づけから始め、シラーの詩を音読後

第九の第四合唱の構成と魅力に迫っていきます。 

■ 合唱練習～ついに第九を全部、歌いました！

 まず柔軟体操（愛称はネコのあくび、です。）か

ら始めます。体操中に繰り出される先生のトーク

に皆、笑って（時には苦笑して？）、身も心もほぐ

れたところで発声～合唱練習に進みます。 

音程やリズムを外さないか、ビビりながらも次

第にお腹の底から声が出るようになってきます。 

そして遂に全パートを歌い終えました。発音も、

リズムもまだまだですが、ピアノが最後の高まり

を奏じきった後の高揚感を皆で共有しています。 

■ 永原先生、どうぞ一言お願い致します。

永原恵三です。「第九」というタピストリーを織

り上げるのは大変ですが、ゼロスタートの文京チ

ームですから、皆で一緒に協力し、TAの先生方に

支えていただきながら、ベートーヴェンの音楽の

思考に近づけるように、頑張っています。 
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２０１６年度 ８月以降の行事予定 

８月 ５日（金） 面接授業終了 

８月 ６日（土） オープンキャンパス・個別入学説明会 

８月１２日（金）～１４日（日） 夏期臨時閉所 

８月２０日（土）・２１日（日）  教員免許更新認定試験 

８月２７日（土） オープンキャンパス・個別入学説明会 

８月２８日（日） クラス会（２０１５・前後期） 

９月１０日（土） クラス会（２０１６・前期） 

９月１５日（木） 学生研修旅行 

看護師資格取得単位認定試験 

卒業証書・学位記伝達式（学習センター） 

大学院入学試験 

入学者の集い 

学園祭 

面接授業開始 

面接授業追加登録受付 

単位認定試験 

教員免許更新認定試験 

卒業証書・学位記授与式（大学全体） 

９月２３日（金）・２４日（土） 

９月２５日（日）

１０月 ２日（日）

１０月 ８日（土）

１０月 ９日（日）・１０日（月） 

１０月１５日（土）

１０月２１日（金）

１月２０日（金）～２９日（日） 

３月 ４日（土）・５日（日）  

３月２５日（土）

３月２６日（日） 南関東合同プロジェクト「第九」演奏会 

編集後記 

 やっと「文京通信」の第２号を発行となりました。本年１月に第１号を発行して、今回の第２号となったので

すが、当初は、まだ半年あると考えていました。しかし、卒業式、入学式、クラス会、ガイダンス等、色々な行

事があり、あっという間に時間が過ぎていき、記事をお願いした皆様には、大変ご迷惑をおかけいたしまし

た。ご協力ありがとうございました。 

 東京文京学習センターの機関誌は、７月、１月の単位認定試験前に発行するという大前提があり、どうしても

業務のピークと重なってしまうという中、大学の受審した予算調査で、機関誌の見直し、経費の削減が指摘され

ています。これを受けて第２号は第１号と違う方法で印刷してみました。紙質や、写真等の写りが多少違ってい

るかもしれません。まだまだ改良しなければなりませんが、引き続き第３号を発行できるようにがんばります。 

〇 記事募集 

本機関誌に何か掲載できるようなものがありましたら、東京文京学習センター（bunkyo-sc@ouj.ac.jp）宛に
投稿をお願いいたします。ただし、紙面の関係で、掲載できるかどうか分かりませんので、その点、ご承知おき
願います。 

東京文京学習センター 機関誌「文京通信」編集員会 

〒112-0012 東京都文京区大塚3-29-1 

mailto:bunkyo-sc@ouj.ac.jp



